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(百万円未満切捨て)

１．2020年12月期第１四半期の連結業績（2020年１月１日～2020年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年12月期第１四半期 175 △18.4 △48 ― △48 ― △49 ―

2019年12月期第１四半期 215 ― △18 ― △18 ― △15 ―
(注)包括利益 2020年12月期第１四半期 △49百万円( ―％) 2019年12月期第１四半期 △18百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年12月期第１四半期 △23.51 ―

2019年12月期第１四半期 △7.72 ―
　

(注）2019年12月期第１四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため、前年四半期の数値及び前年四半期
増減率については記載しておりません。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年12月期第１四半期 667 479 71.0

2019年12月期 719 527 72.6
(参考) 自己資本 2020年12月期第１四半期 473百万円 2019年12月期 522百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2020年12月期 ―

2020年12月期(予想) 0.00 ― 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2020年12月期の連結業績予想（2020年１月１日～2020年12月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 325 △21.3 △126 ― △126 ― △127 ― △60.99

通期 1,079 27.4 △23 ― △26 ― △28 ― △13.55
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年12月期１Ｑ 2,087,080株 2019年12月期 2,085,780株

② 期末自己株式数 2020年12月期１Ｑ ―株 2019年12月期 ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年12月期１Ｑ 2,086,680株 2019年12月期１Ｑ 2,059,680株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は、今後様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済状況は、緩やかな回復基調にあったものの、米中貿易摩擦や消

費税増税後の消費マインドの低下、更に新型コロナウイルス感染症の影響により、足元で大幅に下押しされてお

り、国内外経済への影響や金融資本市場の変動等の懸念から、先行きが不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻くインターネット業界においては、スマートフォンやタブレット等の普及により、さまざ

まなSNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の情報が増加するなか、インターネットで情報を比較検討

した上で商品やサービスを購入し、クチコミを投稿・拡散する形へと変化してまいりました。さらに、本格導入が

始まった第５世代移動通信システム(５G)により、今後もさらなる拡大が見込める市場と考えております。

当社グループは「世界中の“好き”を加速する」をビジョンに掲げ、企業やブランドのファンの育成・活性化を

支援するアンバサダー事業を主軸事業としております。当事業について、機能追加や業務提携等の積極的な事業展

開に加え、新規事業として、新商品やサービスにおける市場導入時の「販売」と「クチコミ話題化」を成果報酬型

で支援するテストマーケティングプラットフォーム「CATAPULT（カタパルト）」の提供を開始し、また、動画ソリ

ューションサービス「PRISM」(特許取得済特許第 6147776号、国際特許出願中)を提供する株式会社クリエ・ジャ

パンの子会社化により更なる企業価値向上に努めてまいりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は売上高175,614千円（前年同期比18.4％減）、営業損失

48,459千円（前期は営業損失18,663千円）、経常損失48,779千円（前期は経常損失18,111千円）、親会社株主に帰

属する四半期純損失49,066千円（前期は親会社株主に帰属する四半期純損失15,905千円）となりました。

なお、当社グループは「アンバサダー事業」を主要な事業としており、他事業セグメントの重要性が乏しいため

セグメント別の記載を省略しております。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べて52,437千円減少し、667,338千円となりま

した。これは主に、現金及び預金および売掛金が減少したことによるものです。

　負債は、前連結会計年度末と比べて4,788千円減少し、187,516千円となりました。これは主に、買掛金および未

払消費税等が増加したものの、未払費用および長期借入金が減少したことによるものです。

　純資産は、前連結会計年度末と比べて47,648千円減少し、479,822千円となりました。これは主に、親会社株主

に帰属する四半期純損失計上に伴い利益剰余金が減少したことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向を踏まえ、2020年２月７日に公表いたしました2020年12月期第２四半期業績予想を修正致しまし

た。修正の詳細につきましては、本日付で公表した「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

なお、2020年12月期の通期の連結業績予想につきましては変更ございませんが、今後の業績推移に応じて修正の

必要性が生じた場合には、速やかに開示してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 135,968 98,439

受取手形及び売掛金 156,487 127,232

商品 ― 295

その他 19,195 19,970

流動資産合計 311,651 245,937

固定資産

有形固定資産 17,534 17,294

無形固定資産

ソフトウエア 110,572 101,676

ソフトウエア仮勘定 182,042 206,723

のれん 53,588 51,527

無形固定資産合計 346,203 359,927

投資その他の資産 44,385 44,179

固定資産合計 408,124 421,401

資産合計 719,776 667,338

負債の部

流動負債

買掛金 9,805 12,840

短期借入金 100,000 100,000

未払法人税等 470 73

その他 45,803 40,133

流動負債合計 156,080 153,046

固定負債

長期借入金 36,225 34,470

固定負債合計 36,225 34,470

負債合計 192,305 187,516

純資産の部

株主資本

資本金 375,521 375,960

資本剰余金

資本準備金 365,521 365,960

資本剰余金合計 365,521 365,960

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △216,272 △265,338

利益剰余金合計 △216,272 △265,338

株主資本合計 524,769 476,582

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △2,339 △2,641

その他の包括利益累計額合計 △2,339 △2,641

新株予約権 5,041 5,881

純資産合計 527,470 479,822

負債純資産合計 719,776 667,338
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2019年１月１日
　至 2019年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年３月31日)

売上高 215,231 175,614

売上原価 98,605 88,995

売上総利益 116,625 86,619

販売費及び一般管理費 135,288 135,079

営業損失（△） △18,663 △48,459

営業外収益

受取利息 1 0

助成金収入 1,336 64

為替差益 ― 62

その他 ― 9

営業外収益合計 1,338 136

営業外費用

支払利息 ― 456

為替差損 786 ―

営業外費用合計 786 456

経常損失（△） △18,111 △48,779

税金等調整前四半期純損失（△） △18,111 △48,779

法人税、住民税及び事業税 668 286

法人税等調整額 △2,875 ―

法人税等合計 △2,206 286

四半期純損失（△） △15,905 △49,066

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） ― ―

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △15,905 △49,066
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2019年１月１日
　至 2019年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年３月31日)

四半期純損失（△） △15,905 △49,066

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △2,682 △301

その他の包括利益合計 △2,682 △301

四半期包括利益 △18,587 △49,367

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △18,587 △49,367

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

当社グループは「世界中の“好き”を加速する」をビジョンに掲げ、企業やブランドのファンの育成・活性化

を支援するアンバサダー事業を主軸事業としております。しかしながら、緊急事態宣言発令後は新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大の影響により、既存顧客で予定していたイベントプロモーション等は全て自粛となり、当

社においてもその影響を受けております。

ただ、このような状況は、2020年末に向けて徐々に正常化し、2021年より新型コロナウイルス感染症拡大前の

状況に概ね戻ると仮定し、固定資産減損の兆候の判定等を行っております。

なお、この仮定は不確実性が高く、収束遅延により影響が長期化した場合には、固定資産の減損損失が発生す

る可能性があります。

（重要な後発事象）

（多額な資金の借入）

当社は、2020年５月18日開催の取締役会において資金の借入を行うことを決議し、下記の通り借入を実行いた

しました。

（１）資金使途 運転資金

（２）借入先 株式会社商工組合中央金庫

（３）借入金額 100,000千円

（４）借入実行日 2020年５月25日

（５）借入利率 1.29000％

（６）返済期限 ７年

（７）担保等の有無 無担保・無保証
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